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５．結　果
(1)光球面の視直径の変化
	視直径の最大値　R
	視直径の最小値　R’
	視直径の比R／R’

	
	
	

	年   月　  日ごろ　　　　　
	年 　月　 日ごろ


(2)地球軌道の離心率

	（Ｒ／Ｒ’－１）
	（Ｒ／Ｒ’＋１）
	ｅ＝(R/R’－1)／（R/R’＋1）

	　　　
	
	


　　　　　

６．考　察
(1)太陽の視直径の変化（最大値と最小値の差）は視直径の何％になっているか。

	　


(2)太陽地球間の平均距離ａを1天文単位として、近日点・遠日点と太陽間の距離Ｌ、Ｌ’
を求めよ。

	近日点－太陽  
　　　　

遠日点－太陽　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


(3)太陽地球間の平均距離ａを１０ｃｍとして、地球軌道を描いたとき、長半径a と短半径a√(1－ｅ２)の差は何mmになるか。

また、太陽地球間の平均距離を１．５×１０８kmとしたとき、この差は何kmになるか。この差は、地球の直径の何倍か。（地球半径６．４×１０３km）

この結果から、地球の軌道の形はどんな図形に近いか。

	　　　　




６．感想
	


  この実習を実施して、新たにわかったことや気づいたこと、感じたことを書け。
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